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歌詞に基づく歌声アノテーションのためのインタフェース構築

中野 倫靖 ∗ 加藤 淳 ∗ 渡邉 研斗 ∗ 濱崎 雅弘 ∗ 後藤 真孝 ∗

概要. 本稿では、歌声に対する時間局所的なアノテーションを行う際に、その歌詞を用いるインタラク
ションを提案する。従来、時系列メディアのアノテーションでは、アノテーション内容に時刻情報を含める
強ラベルと、時刻情報が含まれない弱ラベルを基本として、それらの派生や改善が提案されてきた。本研究
では、歌詞の文節を選択するだけでその時刻情報を指定できて、簡単にアノテーションできる「歌詞ベー
ス」のアノテーションを提案する。歌詞ベースのアノテーションでは、その音源を再生するプレーヤと、既
存のテキストエディタや Excel等のスプレッドシートがあれば可能であるので、本稿ではまず、Excelをア
ノテーションエディタとして用いて実際にセマンティックタグをアノテーションした結果を分析することで、
実用性を検証する。そしてさらに、その使いやすさを向上するためのインタフェースとして、Lyrics-Based

Singing Annotator を提案する。本インタフェースでは、クリック可能な歌詞と音源を同期して再生する機
能、付与対象の歌詞をループ再生する機能、特定のタグが付与された歌詞をハイライトする機能を持つ。

1 はじめに
音楽へのアノテーションは、機械学習の学習デー

タとしての利用や、音楽の特性分析などのために重
要である。音楽や音声などの時系列メディアへのア
ノテーションでは、ジャンルや歌手名などの楽曲固
有で時不変なラベルだけでなく、音響イベント・歌
唱テクニック・セマンティックタグなどの時変なラ
ベルが存在する。これら二種類のラベルは、時刻情
報付きラベルが強（Strong）ラベル、時刻情報なし
ラベルが弱（Weak）ラベルと呼ばれている（図 1）。
機械学習データにおいては弱ラベルが広く利用さ

れることが多い [24, 31, 43]。個人ごとの結果の変
動を吸収するためには複数人によるのアノテーショ
ンが必要となるが、強ラベルは困難かつ時間消費の
大きい高コストな作業であり、多くのデータを収集
するのが難しいためである。例えば、音源の一部分
（例えば、10秒間）を切り出し、その区間にラベル
の存在のみをアノテーションする弱ラベルは、強ラ
ベルより時刻的な精度は低下するが、相対的に低コ
ストで収集が容易であるために採用される。
しかし、時刻情報を含むラベルは依然として重要

である。音響イベント検出等、音の種類と時刻を同時
に推定するタスクでは、評価のために時刻情報が必
要となるためである [30]。さらに、自動分類のため
の機械学習モデルにおいて、強ラベルを用いること
による性能向上が報告されている [14]。そこで、弱
ラベルのようにアノテーションコストを下げながら、
時刻情報の正確性を上げる方法として、点（Point）
ラベル [22]と重複弱ラベル（Overlapping weakly-
label）[29]が提案された（図 1）。前者の点ラベル
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図 1. 5種類の時系列ラベル例。歌詞ベースラベルの全て
と、強ラベルのVibratoのみが実データに基づい
ており、それ以外は近似的に図を作成した。Clear

と Cute について、点ラベルは歌詞ベースラベル
と同様に文節区間ごとに配置し、強ラベルは最も
精密なアノテーションを想定して音素区間に配置
した。重複弱ラベルは、セグメント長を１秒、シフ
トを 0.5秒として作図した。

は 1回の指摘で一つの音響イベントを示すことがで
き、後者の重複弱ラベルは複数アノテータによる結
果の統合が行いやすいという特長がある。
点ラベルでは、複数アノテーション結果を統合す
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るためには、それらの対応関係を別途推定する必要
がある。また、長く持続するラベルについて、どこ
の時刻を指摘するのが良いか直感的ではない。一方、
重複弱ラベルは、一つの音響イベントに対して複数
のアノテーションが必要となって、アノテーション
が必要となる回数が増える。また、アノテーション
対象（セグメント）の長さやシフト時間を短くする
と（時間分解能を上げると）、さらに回数が増える
ことになる。点ラベルではアノテータが時間を指定
する必要があるが、重複弱ラベルでは不要である。
そこで本稿では、作業コストが低く、複数アノテー

ション結果の統合がしやすい新しい弱ラベルとして
歌詞ベースラベルを提案する。つまり、歌詞の文節
を単位として、それに該当する歌声にラベル — 音
域（高音域、中音域、等）、テクニック（ビブラート、
しゃくり、等）、意味（かわいい、明るい、等）— を
アノテーションするためのインタフェースを構築す
る。つまり、歌詞という音響イベントに対して、そ
こにさらに意味的なラベル付けをすることになる。
歌詞ベースラベルには以下の特長がある。まず、

歌詞は自然言語であり、波形等の音響特徴量に不慣
れな人にもなじみ深い。次に、歌声の発声区間と紐
づいており、固定長の時間切り出しよりも詳細な時
刻情報が得られる。また、複数人のアノテーション
結果を文節ごとに対応付けることも容易である。さ
らに、歌詞の異なる 2名以上の歌唱が重複する場合
には、そのいずれに対するアノテーションかを明確
にできる。歌声音楽音響信号の中ではイントロや間
奏など、歌声が含まれていない区間も多いため、そ
こを効率的に除ける点でも有用である。
例えば、図 1の「Clear（クリアな、透き通った、

澄んだ）」のように、歌詞のあるフレーズが全て同
じ意味を持っていた場合、歌のない短い区間を避け
て強ラベルをアノテーションすると（このような区
間を避けるアノテーションはかなり難しく、かつコ
ストが高い）、歌詞のいずれかの単位（音素や文節
など）でラベル付けすることと同じ結果となる。
なお、歌詞の時刻についてもアノテーションが必

要となるが、歌声と歌詞の自動対応付け（アラインメ
ント）技術 [8,11,36,38,41,45]を活用することがで
きる。この際、曖昧性は少ないため、複数人による
アノテーション結果の統合は不要である。

2 関連研究
従来、時系列メディアに対するアノテーションイ

ンタフェースとして、強ラベルを付与できるインタ
フェースが提案されてきた。音響信号や動画を対象
として、Praat [3]、Wavesurfer [40]、CLAM An-
notator [1]、MUCOSA [13]、ELAN [50], Sonic
Visualiser [5]、Timeline Annotator [54]、EMU-
webApp [49]、BAT [32]、CrowdCurio [7]、VGG
Image Annotator (VIA) [9]、GECKO [27]、au-

dino [12]等がある。楽譜レベルでのアノテーション
インタフェース Score Annotator [54]も提案され
た。これらのうち、複数アノテータによるアノテー
ションを考慮したインタフェースもある [9,12,32]。
さらに、アノテーションコストを下げるために、機
械学習モデルによって自動アノテーションする手法
として、区間の自動分割と認識を行うEASEL [44]、
認識モデルをインタラクティブに更新する Sound-
Scape [25]と I-SED [20, 21]が提案された。以上
のインタフェースは、開始時刻・終了時刻・ラベル
の 3種類、もしくはそれに周波数帯域を加えた 4種
類 [25,54] を入力するインタフェースである。
一方で、弱ラベル付与のためのインタラクション

[6, 23, 46]も提案されてきた。Wang et al. は、ラ
ベリング効率を上げるために、類似区間をクラスタ
リングして同時にアノテーションを提案した [46]。
Cartwright et al. は、同一区間に重複して存在する
音源アノテーション（複数ラベル）のために、複数回
のバイナリアノテーション（付与するかしないか）、
単一パスでの複数ラベルアノテーション、階層的複
数パス・複数ラベルアノテーションの結果を比較し
た [6]。Kim et al. は、歌声へのセマンティックタグ
付与のためのインタフェースを構築し、曲単位でのア
ノテーション結果を初期値として、10秒のセグメン
ト単位でアノテーションさせた [23]。このような弱ラ
ベルの時間長には、MagnaTagATune (MTAT) [26]
は 30秒、Million Song Dataset (MSD) [2]は 30
秒、MTG-Jamendo [4]は30秒以上のフル尺（1曲）
、CAL500exp [46]は 3～16秒の可変長、歌唱タグ
Kpop Vocal Tag (KVT) [23]では 10秒、音楽にお
けるMultiple Instance learning に関する研究 [28]
では 10秒、アマチュア女性歌唱者の意味ラベル [53]
では約 9秒（固定フレーズ）が用いられた。
以上のような強ラベルと弱ラベルの両者の利点を

得るために、新しいアノテーション手法が研究され
ている。Kim et al. [22]は、強ラベルよりも簡便で、
弱ラベルよりも時間精度を上げる点ラベルを提案し
た。アノテーターは音の発生時にマウスクリックす
るなどにより、音響イベント名を、その音が発生し
たいずれかの時点でアノテーションする。点ラベル
が含まれているセグメントに関して、バイナリクロ
スエントロピーロスを計算する方法、点ラベルを前
後（時間）に拡張する方法が提案された。Mart́ın-
Morató et al. [29, 30]は、10秒の長さ（音響イベ
ントの長さに基づいて決定）を持つセグメントを 1
秒シフトさせることで、弱ラベルから時刻情報を特
定する方法を提案した。アノテータは時刻を指定す
る必要はないために作業はシンプルであり、クラウ
ドソーシングを用いてアノテーションを収集しやす
い。アノテータの能力を推定する手法を提案して、
信頼性の高いアノテーション結果のみを用いた。
話声・歌声信号の代わりに、歌詞など、対応する
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テキストを扱うインタラクションもこれまで提案さ
れてきた。Fujihara et al. [11]は、歌詞の自動アラ
インメント結果を活用して、歌詞に基づく音楽シー
ク機能を提案した。最近では、Amazon Music や
Apple Musicなどの音楽再生プレーヤにも、歌詞の
テキスト（行）で再生時刻をシークできる機能があ
る。また、音声収録結果を編集するために、音声波形
を音声認識結果のテキストで編集できるインタラク
ションが提案されてきた [15,33,37,39]。その他、歌
詞の自動同期結果を用いて、同じ歌詞やそのトピッ
クが歌われている別の曲を検索できるHyperlinking
Lyrics [10]やLyricListPlayer [34,57]、より一般的
な歌詞駆動型のインタラクティブな視覚表現として
「リリックアプリ」[18]が提案されてきた。
以上、アノテーションインタフェースや、歌詞を

活用するインタラクションは提案されてきたが、歌
詞ベースでのアノテーションに着目するインタラク
ションは研究されてこなかった。

3 歌詞ベースラベル
歌詞ベースラベルは、手動で付与した歌詞ラベル

や自動歌詞アラインメント結果を活用し、時刻情報
を持つアノテーションを間接的に可能とする。

3.1 単位
歌詞をアノテーションする単位としては、ユーザ

が指定するか（可変長）、事前に分割しておくことが
考えられる。ユーザが単位を指定する場合、強ラベ
ルと同様、開始時刻と終了時刻を指定する必要があっ
て、ユーザに要求する行動が複雑になり、また作業
コストが増える。したがって、本稿では、事前に歌
詞を分割することとした。歌詞の分割が共通だと、
複数アノテーション結果を統合しやすい利点もある。
事前の分割の単位としては、日本語であれば、段

落、文、文節、形態素、文字、音素などが考えられ
るが、本稿では文節を対象として、CaboCha/南瓜1

を用いて自動分割（係り受け解析まではせずに、文
節解析のみ）した。さらに、本来の歌詞に存在する
空白と空行でも分割した。

3.2 歌声ラベル
歌声アノテーションに用いるラベル（歌声記述

子）は、歌唱や声質に関する先行研究 [17, 19, 23,
53,55]に基づいて決定した。これらの研究では、ア
ノテーター間の合意、了解性、または同義性が考
慮された。まず、Kim et al. による KVT データ
セット [23] で使用されたセマンティックタグと歌
唱タグを含むCAL500exp [46]を参考にした。音域
（高域、中域、低域）については、男女合わせて 6
つの記述子とした。また、音色に関する 30の記述
1 https://taku910.github.io/cabocha/
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図 2. シンプルなアノテーションインタフェース例

子（Husky/Throaty, Thick, Thin, Warm, Bright,
Clear, Relaxed, Dark, Energetic, Mild/Soft, Sharp,
Rich, Rounded, Stable, Breathy, Lonely, Sad,
Passion, Charismatic, Pretty, Cute, Delicate, Emo-
tional, Pure, Robotic/Artificial, Embellishing, Sweet,
Young, Compressed, Dynamic）を用いた。
次に、歌唱印象 [17, 53]と声質 [19, 55]に関する

研究で共通に用いられていた以下の 7 つの記述子
（Powerful, Nasal, Calm, Weak, Sexy, Resonant,
Dosu (Threatening/Frightening)）を追加した。さ
らに、歌唱印象に関する研究 [17,53]から、上記に関
連するBeautiful, Coolの 2つの記述子を追加した。
また、歌唱テクニックは重要なため、KVTデータ

セットと、歌唱タグ・歌唱テクニックに関する先行研
究 [16,46,48,51,56]を参考に、12の記述子（Whis-
per/Quiet, Shout, Vibrato, Falsetto, Spoken/Speech-
like, Fall, Growl/Scream, Kobushi, Mix voice,
Rap, Shakuri, Vocalfry）を選択した。
以上、合計 57種類の歌声ラベルを用いた。

3.3 シンプルなアノテーションインタフェース
歌詞ベースラベルは、仮に歌詞テキストに対す

る時刻情報がなくても、ユーザ（アノテータ）は歌
詞と音楽を対応づけて聴取できる特長がある。つま
り、既存の音楽プレーヤとエディタさえあればアノ
テーションできる。例えば、図 2に示すように、歌
唱ラベルをマークアップとしてテキストに付与した
り、スプレッドシートの縦軸に歌詞、横軸にラベル
を配置してアノテーションできる。
そこで本研究ではまず、歌詞ベースラベルの特性

を分析するために、シンプルなアノテーションで歌
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詞ベースラベルを収集した。歌声ラベルの数が 57と
多くてマークアップは不適と考え、スプレッドシート
としてMicrosoft Excelを用いた。Excelでは文字
の入力に応じてハイライトすることも可能で、各歌
詞に付与されたラベル数もカウントできる（図 4）。
歌声アノテーションでは、歌声と背景音楽との関

係性が重要な場合があり、また歌声分離によるアー
ティファクトの影響を避けるため、従来、背景音楽が
ミックスされた歌唱（オリジナル音源）でアノテー
ションされており [23]、本研究でも同様とした。

3.4 アノテーション
楽曲には産業技術総合研究所が学術目的で構築し

た非公開の音楽データベースを用いた。具体的には、
2010年代後半のポピュラー音楽シーンを考慮して
新規に作詞、作曲、編曲をして制作した多様な日本
語楽曲 120曲に対して、アノテーションした。アノ
テータは、母国語を日本語とする音楽のエキスパー
ト（歌唱に関する知識、音楽的な知識及びそれらの
評価に関する経験が十分あり、ポピュラー音楽の歌
声を客観的に聴いて評価・タグ付けできる）の 6名
（M1～M3の男性 3名、F1～F3の女性 3名）で、性
別が同一とならないように、3名ずつ 2組「M1, F1,
F3」「M2, M3, F2」に分けた。つまりアノテーショ
ンとしては、1曲毎に、いずれかの組のアノテータ
3名がアノテーションした。
各組は、120曲の半分の 60曲が割り当てられて、

各文節において、カテゴリ「ピッチレンジ」、「音色
（Low, 抽象度が低い）」、「音色（High, 抽象度が高
い）」のそれぞれに分類されたラベルに対して、カ
テゴリ毎に必ず 1つ以上のタグを、かつ、当てはま
るラベルを漏れなく入力することとした。一方、カ
テゴリ「テクニック」に関しては、該当するラベル
が存在しない場合は入力しなかった。歌唱としてハ
モリやコーラスが含まれる場合は、歌詞に対応する
メインボーカルのみを対象とした。また、歌唱にお
いて、メインボーカルの人数が複数となる場合も、
歌詞毎にアノテーションした。

3.5 結果
図 3に、歌詞の行毎及び文節毎の文字数分布を示

す。歌詞に最適化された文節推定ではないこと等が
原因で 10文字以上となることがあったが、平均的
には 3.71文字となった。
アノテータによる、文節単位のアノテーションの

良かった点ややりやすかった点の回答を以下に示す。
• 各テクニックや音色などが様々な表現で詳細
に分類されており、タグ付けの際に当てはま
る項目が見つけやすかった。色分けされ視覚
的にも見易く工夫されていた。

• 付与する箇所のみに「1」を入力するだけだっ
たので、集中して作業できたのは良かった。

Number of charactors

(1) 行毎の文字数

(2) 文節毎の文字数

　　平均： 3.71
標準偏差： 1.78
　　最大： 19
　　最小： 1

20100

5000

0

　　平均：12.77
標準偏差： 6.84
　　最大： 58
　　最小： 1

6050403020100

500

0

図 3. 歌詞の行及び文節の文字数分布

• 細かい表情にまで対応出来る単位だった。
• 詳細な分類は分析において良い点だと思った。
• 普段ここまで聞き込まないので勉強になった。
• 「1」のみの入力だったので使いやすかった。

つまりアノテータは、「詳細な歌声ラベル」「時間方
向の単位の細かさ」「文節選択のみ（1を入力）の簡
易さ」に魅力を感じていた。
また、逆に悪かった点や、改善可能性のある点の

回答を以下に示す。
• イメージが近いものなら、1つのセルの中に
2つの項目をまとめるのも良いと思う。

• 単位が細かすぎる部分があり、その部分のニュ
アンス等判断に困ることがあった。

• 単位に統一感が無い部分は作業がし辛かった。
• 単位が一部統一されていない部分があり、そ
の点やりづらさを感じた。

• 単位が細かすぎてタグ付けに困った。区切ら
れ方が曖昧で、もう少し統一されていると良
かった。Excelが細かいので目が疲れた。

• 時々単位の長い所や短い所があったので、少
し気になった。

特に「文節長さの統一感」「文節という単位が細かす
ぎる場合がある点」に問題を感じていた。文字数は
図 3のような分布であり、文字数への制限や歌詞へ
の最適化により解決できる可能性がある。その他、
「類似した歌声ラベルの扱い」に改善可能性がある。
以上をまとめると、時に歌詞の区切り単位に問題

があることもあったが、歌詞ベースのアノテーショ
ンは有効であることが示唆された。

3.6 ユーザインタフェースの改善可能性
3.3節で述べたシンプルなExcelに基づくアノテー

ションは、新規開発なしに使える利点はあるが、4章
で新たなアノテーション用インタフェースを実装す
る上で、改善するための追加機能を以下で考察する。
(1) 音楽プレーヤとアノテーションエディタを一
体化させ、歌詞と時刻が同期する機能。
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図 4. Excelによるアノテーション結果の例。

(2) Wavesurfer [40]や Sonic Visualiser [5]など
の音アノテーションインタフェースと同様、指
定した区間の繰り返し（ループ）再生機能。

また、可視化方法に関しても改善可能性がある。
スプレッドシートを用いたアノテーションでは、縦
方向（歌詞）と横方向（ラベル）を同時に可視化す
るので、対応関係が常時見える特長がある。しかし、
スパースな可視化となって（図 4）、全体像を画面に
収めようとすると表示が小さくなることがあり、実
際、「目が疲れた」というアノテータがいた。また、
歌詞はディスコース（談話）の一種であり、無作為
な順序のつながりのない行の集まりではなく、関連
する行の連続として構成されている [47]が、歌詞
の文節ごとに文節で区切って縦方向に配置したこと
で、もともとの行や段落の情報が欠落してしまって
いた。もともとの行や段落の情報を保持しておくこ
とは、アノテーションに有益な可能性がある。
そこで、歌詞と歌声ラベルをそれぞれ独立に配置

することで、視覚的なスペースを節約して全体表示
する方針を取る。つまり、歌詞は元々の行・段落の
構造を保持し、歌詞と歌声ラベルの対応付けは、歌
詞が選択された場合に表示させる。したがって、一
覧性のために以下の機能も追加する。
(3) それぞれのラベルが、どの歌詞に付与されて
いるかを可視化できる機能。

4 Lyrics-Based Singing Annotator

3.6節での考察に基づいて、歌詞ベースラベルのア
ノテーションに特化した、インタラクティブシステム
として Lyrics-Based Singing Annotatorを実装し
た。歌詞の単位としては、3.5節のアノテーション結
果を用いるためにも、同じ文節区切りを用いる。歌
詞の時刻について、本稿ではアノテーションインタ
ラクションに焦点をあてるため、手作業で決定した。
インタフェースを図 5に示す。画面は以下の通り、

大きく四つの機能に分かれている。
音楽再生プレーヤ（左上） 音楽の再生と一時停止

ができる。また、再生中の文節をループ再生
するボタンがある。それぞれキーボードショー
トカットが設定されていて、再生・停止はス
ペースキー、ループ再生はTABキーとした。
機能 (1)(2)に該当する。

歌詞ベース音楽再生プレーヤ・アノテータ（左下）
再生中の歌詞の文節が黄色くハイライトされ、
また特定の文節をクリックするとそこから再
生される。上下左右キーがショートカットと
して設定されていて、左右キーで前後の文節、
上下キーで上下の行に移動してシークできる。
機能 (1)に該当する。

歌声ラベルの読み込み・保存・破棄・検索（右上）
既にアノテーションされたラベルを読み込ん
だり、アノテーション結果を保存できる。ま
た全てを破棄してやり直すこともできる。ア
ノテーションが網羅的に実施されたかを確認
するために、ラベルを選択してそれが付与さ
れた文節が緑にハイライトされる機能も持つ。
機能 (3)に該当する。

再生中の歌詞に付与されたラベル（右下） 再生中の
文節（黄色にハイライト）に付与されたラベ
ルの選択（オン）／非選択（オフ）をマウス
クリックで切り替えられる。このようなラベ
ル表示は、従来のアノテーションインタフェー
スでも採用されてきた [7, 23,32]。

4.1 実装に基づく議論
Lyrics-Based Singing Annotatorを実装して気

づいた点、さらなる改良について議論する。
まず、歌唱者が一名の場合、大きな問題なくラベ

ル付けできた。キーボードショートカットを用いて、
再生・一時停止・歌詞のシークをしながら、マウス
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図 5. Lyrics-Based Singing Annotatorのスクリーンショット。左上：音楽再生プレーヤ、左下：クリックして再生可
能な（クリッカブルな）歌詞、右上：歌声ラベルの読み込み・保存・破棄・検索、右下：再生中の歌詞のラベル。黄
色くハイライトされている歌詞の文節は再生中（アノテーション中）であることを意味し、三つのラベルが付与され
ていることが分かる。また、検索ラベル（Shakuri：しゃくり）が付与された歌詞の文節は緑にハイライトされる。

を用いてラベルを付与できる。ループ再生機能は、
特定の歌詞の文節に集中してラベル付けできて、効
果的と感じた。強ラベルと違って時刻指定が不要で
ある点に加え、意味的なまとまり（文節）単位での
アノテーションには、やりやすさを感じた。
ただし、複数の文節にまたがるラベルにおいては、

工夫が必要である。例えば、音域は一つの歌唱全体
で同じラベルになることが多いので、一括で設定で
きると効率的な可能性は高い。実際、KVTデータ
セットの作成においては、楽曲単位で初期ラベルを
付与することが、セグメント単位に 0からラベル付
与するよりも効率的だと主張されている [23]。また、
3.5節でも同様の指摘があった。上記の問題に対す
る対処法として、歌詞の異なる単位（段落、行、文
節、形態素）でのアノテーション機能が効果的な可
能性があるので、今後の課題である。この際、楽曲
の繰り返し構造や、音響的な類似度に基づくインテ
リジェントな支援機能はありうるが、初期値がアノ
テーションに影響を与える可能性もあるので、影響
されないインタラクションデザインが必要である。
次に、デュエットなど、同じ時刻に複数の歌唱が

あると、同時にアノテーションできなかった。画面右
下の歌声ラベルセットが、一つの文節にのみ対応し
ているのが原因である。もし現状のインタフェース
を用いる場合は、重複しないようにパートを分けて
アノテーションする必要がある。例えば、男性パー
トと女性パートのある歌声の場合、男性パートだけ、
女性パートだけの歌詞を用意して、別々にアノテー
ションすることは問題なくできるし、このようなパー

トを分けたアノテーションは不便ではない。
最後に、その他の改善機能として音響特徴量の可

視化機能や活用がありうるが、今後の課題である。
例えば、ビブラートのアノテーションでは、声の高
さが可視化されると効果的であるし、自動認識 [58]
も活用できる。ただし、それぞれのラベルに効果的
な音響特徴量が何であるかなど、検討が必要である。
また、その可視化方法も課題である。従来、行間に
音響特徴量を挿入する可視化 [52]や、Tufteによる
sparklines [42]、musical sparklines [35]などがあ
り、関連する可能性がある。

5 おわりに
本稿では、歌詞を単位とした新しい弱ラベルであ

る「歌詞ベースラベル」と、そのためのインタラク
ティブシステムを提案・構築して議論した。歌詞ベー
スラベルにより、人に理解しやすく、かつ効果的に
時間局所性を扱うアノテーションを可能とすること
を目指している。また、弱ラベルの一種であること
から、複数アノテータによるアノテーション結果を
活用しやすい利点もある。 今回は歌詞と歌声を対
象としたが、話声にも活用できる。
しかし、さらなる改善の必要性も明らかになった。

例えば、音響特徴量の活用、歌詞の分割単位をイン
タラクティブに決定する機能、アノテーションを支
援する自動認識モデルの導入、複数歌唱への対応、
等である。今後は、そのようにインタフェースを改
善したり、アノテーション結果を実際の機械学習（歌
声記述子の推定、等）で用いたりする予定である。
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